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市政だより

ーの，

今月の交通事故相談日

3月28日(火)

市役所第1会議室

10時--15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください‘ / 

O 

(
乙

ζ

を

と

じ

て

く

だ

さ

い

〉

f、

O 

(太材ゆ学校図書室)先生といっしょに補修作業にはげむおかあさんたち

大村小学校(溝上鉄雄校長生徒914名)では、
おかあさんがたによる図書委員会 (24名)が昭和

43年の9月からできて、いたんだ図書の補修作業

をしています。

毎月15日を奉仕日ときめて家事にさ しっかえな

い午後2時ごろから 3時半ごろまで、 図書室にあ

つまり、みんなで教育問題や、お互いの悩みなど

を話し合いながら、いたんだ、本の補修作業をして

います。

ときには、 県立図書館へ勉強に行ったり、市内

の研修会で補修技術を習ったりして、いたんだ本

をりっぱに更生しております。

生徒たちもおかあさんがたが補修してくれた本

をたいせつにして楽しく読んでおります。
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議湾問誌を作業おに

s おかあさんの奉仕で

:新しくなる図書
~ ..， 

大村小図書委員会
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(2) りおおむ市政だより

/議会議場風景

く

楽

し

み

ま

し

よ

⑥ 

春

で

す

公

園

川

市

美

し

市

民

福

祉

の

向

上

を

め

三
月
定
例
市
議
会
は
、

三
月
六

令自
が
ら
十
八
日
ま
で
の
予
定
で
開

悲
れ
ま
し
た
。

市
民
に
密
着
し
た
行
政
を
推
進

し
¥

住
み
よ
い
豊
か
な
調
副

れ
た
都
市
づ
く
り
の
た
め
♂

十

一
億
二
千
七
百
四
十
三
万

円
の
大
型
予
算
と
な
り
、
前

に
く
ら
べ
て
約
三
十
六

%
m

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

重
点
項
目
は
道
路
交
通
網

育
文
化
施
設
生
活
環
境
、
国

設
の
整
備
お
よ
び
農
林
水
詰

工
観
光
の
振
興
、

さ
ら
に
爪

止
、
交
通
安
全
対
策
の
推
准

で
す
。歳
出
予
算
は
、
投
資
的
拡

十
八
億
五
千
二
百
万
円
、

拙

経
費
が
十
億
六
千
九
百
九ム

円
、
そ
の
他
が
十
二
億
五
言

五
万
円
と
な
っ
て
わ
り
、
会

算
は
、
市
税
が
五
億
七
千
ム

十
九
万
円
、
地
方
交
付
税
ぷ

七
千
五
百
万
円
、
競
艇
事
法

が
十
二
億
二
千
万
円
、
国
自

金
が
七
億
三
千
百
五
十
六
τ

県
支
出
金
が
一
億
千
二
百
レ

万
円
と
な

っ
て
ム
お
り
ま
す
。

さ?

し

て

新
年
度
予
算
の
お
も
な
事
業

昭
和
四
十
七
年
度
の
予
算
は
三

月
定
例
市
議
会
に
提
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
一
般
会
計
予
算
四
十

一
億
二
千
七
百
四
十
三
万
二
千
円

の
う
ち
お
も
な
事
業
は

土
木
関
係
(
九
億
六
百
五
十
二

万
八
千
円
)
の
う
ち
で
は

市
道
舗
装
が
七
十
線
、
七
万
五

千
メ
ー
ト
ル
、
橋
の
か
け
替
え
は

九
カ
所
、
道
路
の
改
良
が
七
十
カ

所
、
排
水
路
の
新
設
が
五
千
七
百

メ
ー
ト
ル
で
今
年
度
中
に
市
道
の

約
八
十
六
勿
が
舗
装
さ
れ
る
と
と

に
な
り
ま
す
。

教
育
関
係
(
八
億
七
百
二
十
九

万
九
千
円
)
で
は

小
学
校
の
増
改
築
四
校
、
小
-

中
学
校
の
プ
l
ル
三
カ
所
、
小
学

校
の
体
育
館
二
カ
所
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
交
通
公
園
の
新
設
、
幼
稚

園
の
改
築
、
児
童
の
机
、
い
す
の

ス
チ
ー
ル
化
、
市
民
体
育
館
の
完

成
、
資
料
館
、
図
書
館
の
設
計

住
宅
関
係
〈
一
億
二
千
万
円
)

み串

昨
年
に
つ
づ
き
久
原
に
三
十
二

iう

戸
、
池
田
に
三
十
二
戸

水
道
関
係
(
九
千
万
円
)
で
は

舗
装
前
の
配
管
を
一
万
メ
ー
ト

ル
予
定
さ
れ

空
港
関
係
(
五
千
八
百
万
円
)

で
は東
浦
海
岸
道
路
建
設
と
漁
業
振

興
策
と
し
て
波
型
漁
礁
の
設
置
が

計
画
さ
れ

そ
の
他

観
光
関
係
と
し
て
琴
平
岳
の
道

路
を
千
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

整
備
、
野
岳
入
口
の
駐
車
場
を
舗

装
、
野
岳

l
黒
木
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

コ
l
ス
を
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
整
備

な
ど
で
福
祉
関
係
で
は
、
清
和
国
の
改

築
も
計
画
さ
れ

水
資
源
関
係
で
は

地
下
水
の
調
査
を
四
カ
所
千

五
百
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て
お
り

ま
す
。衛
生
関
係
で
は

ゴ
ミ
、
し
尿
処
理
施
設
の
増
設

を
昭
和
四
十
八
年
ま
で
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

(市
z
震
運
動
推
進
協
3
4
2
)
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寸
ー
i
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病
院
が
行
な

り

の

植
木
で、

壁
や
病
室
は
た
く

〉

一

一

ぅ

社
会
へ
の
奉

さ
ん
の
絵
で
飾
り、

療
養
者
や、

-

/

ν

h
リ

仕

の

一

つ

と

し

病

院
を
訪
れ
る
か
た
に
近
代
医
学

• 

…

り

く

院

て

、

市

立
病
院

の
進
歩
に
と
も
な
-
つ
不
安
を

少

し

川

ど

;

病

で

は

み

ど

り
と
で
も
や
わ
ら
げ
家
庭
的
な
明
る
い
…

'

F

r

d

'

絵
の
あ
る

明

る

環

境

づ

く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も

-

t

k

己

.. 

い
環
境
づ

く

り

の

で

す

。

山

'
 

と

ま
d

市

を

行
な

っ

て

い

乙

の

運
動
を
さ
ら
に
充
実
し

た

…

金

環

固

ま

す

。

も

の

に

す

る

た

め

に

、

市

民
の
み

…

j
刈

一

一

廊
下

の

す

み

な

さ

ん
の
絵
と
み
ど
り
の
提
供
を

ん

「
ー
し
‘

ず
み
ま
で
み
ど

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

昭和47年念河，筋商!
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市
は
三
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
一

各
校

代
表
に
記
念
品

が

贈
ら
れ

市
民
会
館
で
昭
和
四
十
七
年
中
学

就

職

者

を
代
表
し
て
西
大
村
中
学

卒
業
就
職
者
の
激
励
大
会
を
開

催

校

の
森
川
典
子
さ
ん
が
力

強

く

し
ま
し
た
。

一

-

『
誓
い
の
こ
と
ば
』
を
の

ベ
、
最

当
日
は
市
内
四

つ
の
中
学
校
か

後

に

大

村
部
隊
の
音
楽
隊
に
よ
る

ら
就
職
者
二
百
二
十
六
名
が
、
松

演

奏

会

を
た
の
し
み
ま
し
た
。

本
市
長
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
う

け、

来
賓
の
か
た
が
た
か
ら
も
は

げ
ま
し
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、

一

三
十

一
日

次
の
よ
う
な
場
合
は
保
険
年
金

課
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

一、

被
保
険
者
証
は
三
月
末
日
ま

で
お
手
も
と
に
着
く
よ
う
郵
送
し

ま
す
が
、
万
一
、
月
末
ま
で
に
届

か
な
い
場
合

一、

被
保
険
者
証
の
内
容
が
違

っ

て
い
る
場
合

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

新

し

く

な

り

ま

す

現
在
使
用
し
て
お
ら
れ
ま
す
国

民
健
康
保
-険
被
保
険
者
証
(桃
色
)

の
有
効
期
限
が
三
月
三
十
一

日
ま

で
ど
な
づ

て
お
り
ま
す
の
で
、

新

し
い
被
保
険
者
証

(
黄
色
)
を
送

付
い
た
し
ま
す
か
ら
、

確
認
の
う

え
四
月

一
日
か
ら
の
受
診
に

つ
い

て
は
新
し
い
、被
保
険
者
証
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

d

な
お
古
い
被
保
険
者
証
は
四
月

デ一
日
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
保

険
年
金
課
ま
た
は
出
張
所
に
返
し

市
民
会
館
一に
集
ま
っ
た

-

-

h
て
く
だ
さ
い
口

中

学

卒

業

就

職

の

霊

式

ち

⑤

被

保

険

者

証

(

黄
色

有パ言¥三 有(旧)劾にこノ十効
期被、一期
限保J日 限
険'
昭者
和証
四 (
十 桃
七 色
年 )

月

昭
和
四
十
九
年
三
月

りおおむ

高
齢
者
医
療
費
の
請
求
は

福

祉

事

務

所

市政怒より

f¥ 

市
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
か
た

が
た
が
疾
病
や
負
傷
な
ど
で
診
療

J

巷
受
け
ら
れ
た
場
合
、
高
齢
者
医

療
費
の
支
給
を
す
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

乙
の
高
齢
者
医
療
費
の
支
給
申

請
年
ど
の
事
務
を
従
来
保
険
年
金
，

(3) 



(4) 

f 

市
制
三
十
周
年
の
記
念
行
事

おおむら

式
典
・
桜
ま
つ
り
の
タ

ま
す
。

令
記
念
式
典

(総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
落
成

式
を
か
ね
て
)

日
時

四
月
八
日

(土
曜
日
)

午
前
十
時

場
所
市
民
会
館

式
興

(市
政
坊

労
者
表

彰
、
市
民
憲
章
な
ど
の
発

表
、
そ
の
他
)

A
V
桜
ま
つ
り
の
夕
べ

日
時

四
月
八
日
(
土
曜
日
)

午
後
五
時

市
民
会
館

J¥え

樽
み
こ
し

• 
駅
伝
な
ど

四
月
八
日

• 
九
日
・

市政だより

昭
和
十
七
年
二
月
十
一

日
、
当

時
の
大
村
町
に
萱
瀬
、
松
原
、
福

重
、
鈴
田
、
三
浦
が
合
併
し
、
全

国
で
百
八
十
八
番
目
の
市
制
が
施

行
さ
れ
大
村
市
が
誕
生
し
ま
し
た

藩
祖
、
藤
原
直
澄
か
ら
始
ま
る

大
村
は
千
年
に
お
よ
ぶ
か
ず
か
ず

の
歴
史
を
生
み
、
市
制
三
十
周
年

白

川

y
F
h
J
V
川
川

同
月
川

内
ベ
U
川
川

年
州
マl
川

A
ι
l
川
川

和
川
昭
州

の
記
念
式
典
に
い
っ
そ
う
の
輝
き

を
そ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
は
こ
の
意
義
あ
る
年
を
記
念

す
ベ
く
、
さ
き
に
岳
の
木
場
の
つ

つ
じ
母
樹
園
に
記
念
植
樹
を
し
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
総
合
福
祉
セ

ン

タ
ー
の
完
成
を
ま
っ
て
、
四
月
に

次
の
よ
う
な
記
念
行
事
を
い
た
し

一市制30周年記念誌-

『大村のあゆみ』

bi Zぉ2 実2 てく 取け

4今

健

康

で

文

十
六
日

行
事

場
所

総

合

文

化

市

民

の

そ

の

市
制
三
十
周
年
記
念
行
事
の

そ
の
他
の
行
事
と
し
て
は

令
市
民
憲
章
碑
除
幕
式

日
時
四
月
九
日

(日
曜
日
)

午
前
十
一

時

場

所

市

役
所
玄
関
前

会
総
合
文
化
祭

川
文
芸
大
会

日
時
五
月
七
日
(
日
曜
日
)

〈イヒ

的

な

行
事
、
N
・
B
-
C
の
「
の
ど
自

慢
大
会
」「
職
場
対
抗
歌

合
戦
」
な
ど

A
V
催
し
も
の

日
時

四

月

九
日

(日
曜
日
)

正
午

業 市制誕生と閉じ自の入 業

か

大
村
市

が
誕
生
し

た
の
が
昭

和
十
七
年

二
月
十
一

日、

今
年

で
三
十
周

んせま

年
を
迎
え

ま
し
た
。

他

祭

や
し

お

り
記

念

行

、
事

の行 場
事 所

中
央
公
民
館

短
歌
、
俳
句
、
川
柳

(大
会
要
項
は
四
月
一
日

号
市
政
だ
よ
り
に
発
表
)

凶
美
術
展

五
月
ご
ろ
開
催
の
予
定

③
市
民
の
し
お
り
配
布

市
民
の
み
な
さ
ん
と
深
い
つ
な

が
り
を
も
っ
市
役
所
の
し
ご
と
に

市

民

ま

の

つ
い
て
、
手
続
き
な
ど
、
み
な
さ
一

ん
の
手
引
き
に
な
る
よ
う
な
冊
子
一
最
近
、
北
九
州
市
な
ど
で
、
に
一

を
各
家
庭
に
四
月
下
旬
ご
ろ
配
付
一
せ
税
務
署
員
が
納
税
者
宅
を
訪
れ一

の
予
定

で

す

。

一

「

税

金
を
納
め
て
く
れ
。
領
収
書
一

令
市

民

体

育

館

落

成

式

一

は

あ

と

で

送
る
」

な
ど
と
い

っ
て一

日
時
六
月
中
旬

一
現
金
を
だ
ま
し
と
っ
た
事
件
が
発

一

場
所

中
央
公
民
館
の
隣

一

生

し

て

お

り

ま

す

。

一

行
事

式

典

と
全
日
本
男
子
パ
レ
一
税
務
署
員
は
写
真
つ
き
の
身
分
一

ー
ボ
l
ル
強
化
選
手
の
招

一
証

明

書

言

語

宥

し

て
お
り
ま
十

待
試
合
を

予

定

一

す

の

で

、

面

接

の

際
、
そ
の
提
示
一

A
V
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
落
成
式
一
を
求
め
て
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
一

一
な
お
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
一

日
時
五
月
中
旬
ご

ろ

・

一
た
ら
、
税
務
署
に
ど
連
絡
く
だ
さ
一

場
所
職
業
安
定
所
南
側

・

-

E

可

。

.

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
し

場
所
川
補
助
グ
ラ
ン
ド
(
市
役
所

横
)

凶
旧
中
央
公
民
館
前
道
路

(県
営
パ
ス

大
村
営
業
所

前
北
側
)

樽
み
乙
し
・

仮
装
行
列

・

行
事

乙
の
意
義
あ
る
日
に
大
村
市
で

出
生
し
、

現
在
大
村
市
に
居
住
し

て
い
る
か
た
は
次
の
と
お
り
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

該
当
者

昭
和
十
七
年
二
月
十

一

日
生
ま
れ
の
人昭
和
四
十
七
年
三

申
し
出
期
限

月
三
十
一
日
ま
で

申
し
出
場
所

市
総
務
課

いち

(
大
村
市
の
都
市
像
V

民
踊

・
氷
主
町
主
ッ
コ
デ

シ
ョ・

黒
丸
お
ど
り
・

鍬

お
ど
り
・

自
衛
隊
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド

A
V

駅
伝
競
争

日
時

四
月
十
六
日

(日
曜
日
)

午
前
十
時

三
浦

(出
発
点

)
市
役
所

(決
勝
点
)
そ
の
聞
は

三

浦
、
鈴
田
、
大
村
、
西
大

村
、
竹
松
、
萱
瀬
、
福
重

松
原
を
回
る
。

各
地
区
、
中
学
、
高
校
、

一
般
の
チ
l
ム
編
成
に
よ

る
駅
伝
競
争

場
所

行
事

ご

注

意

に
せ
税
務
署
員
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百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
(
混
)

予

防

接

種

の

り

対
象
者

①
第

一
期
の
も
の
(初
回
免
疫
者
)

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
〉

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、

一
年

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

接
種
要
領

①
第
一
期
の
も
の
、
三
週

間
お
き
に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
、
い
ず

れ
か
の
日
に
一
回
接
種
。

禁
忌
者

か
っ
け
、
心

臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺

リ
ン
パ
体
質
の
徴
候
の
あ

る
か
た
は
、

接
種
前
に
医

師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し

おおむ市政だより(5) 

調

和

の

と

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
(
小
学
校
入
学
前

六
カ
月
以
内
の
も
の
)
の
予
防
接

種
が
す
ん
で
い
な
い
か
た
も
、
も

れ
な
く
う
け
て
く
だ
さ
い
。

募
集

市
の
奨
学
生
を
募
集

資

格
一、

大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子
女

で
高
等
学
校
に
在
学
中
の
者

二
、
品
行
方
正
、

学
業
成
績
優
秀

で
身
体
強
健
な
者

れ
J

・た

豊

か

な

産

都

業

百日ぜき・ジフテリア・
破傷風(混合)

予防接種実施日程表

|接種 目 |
会場名片百百 |

市役 所 は月28日

萱瀬出張所 I (火)

諏訪公民館 |

13月29日 |
三浦診療所 い 丈日!

| 水) i 
鈴田出張所

竹松本町公 |。 向。口口
1 3月30日

福重出張所 | 木)

市立病院比月31日

松原出張所 i 金

※時間は午後2時--3時

一
二
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の

支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

貸
与
月
額
二
千
円

手

続各
高
等
学
校
ま
た
は
市
教
育
委

員
会
事
務
局
に
出
願
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、

各
高
等
学
校
長
を
経

由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
四
月
一
日
か
ら

四
月
二
十
日
ま
で

な
お
、

く
わ
し
く
は
市
教
育
委

員
会
事
務
局
へ。

4月の日曜当番医

内 キヰ 近 藤医 院 武 部 ②25271 

2 
耳鼻・いんこう科 海 江田 医院 駅通り ②~~~~I 
内科 琴 尾医院 東三城 ②2056 
内・整形外科橋 口 医院 原口

②4412 
眼 科楠木医院 東本町 ②2711 
外 科 目 崎 医 院 古町 ②2345 
小児 科田川小児科 皆同郷 ⑤邸45l
内 科長崎 医院 寿古郷 ⑤8615 

16 
皮 ふ 科 佐 伯 医 院 武 部 ②4330 
外 科佐 藤医院杭出津

小児 科 目川小児医院 武 部 ②4000 
内 科南野医院 西三城

23 
眼 科 岩崎 医院 本町 ②3435 
外 科 中 島医院 西三城 ②3875 
内 科 毛 利 医 院 ーノ郷 ⑤8517 

出乾:
中村 医院春日町 ②2733
貞 松 整形 東本町②2602
朝長医院 辻 田②沼661
野口医院並 松 |②233

貸

付

A
伊
@

中
小
企
業
振
興
資
金

限
度
額
が
ふ
え
ま
す

四
月
一
日
か
ら
中
小
企
業
振
興

資
金
の
限
度
額
が
百
万
円
か
ら
二

百
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
常
時
受
け
付
け
、
毎

月
貸
し
付
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す

く
わ
し
く
は
、

商
工
会
議
所、

ま
た
は
市
商
工
観
光
課

へ。

講
演
会

教

育

講

演

会

「
変
わ
り
ゆ
く
家
庭
と

子
ど
も
の
教
育
』

三
月

一
日
阿
部
進
先
生
の
講
演 市

(
大
村
市
の
都
市
像
)
4

会
を
飛
行
機
欠
航
の
た
め
、
や
む

な
く
中
止
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

阿
部
先
生
は
日
程
の
つ
ど
う
で

来
大
が
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
テ
レ
ビ

「
マ
マ

日
曜
で
あ
り

が
と
う
」
の
作
者
俵
扇
子
先
生
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す

日
時
三
月
二
十
三
日
(
木
)

午
後
二
時
か
ら

場

所

市

民
会
館

色
え

講
師

評

論

家

俵

茄

子
先
生

先
生
は
、
一

男
一
女
の
母
親
で

子
ど
も
の
小
さ
な
し
あ
わ
せ
を
願

う
人
で
、

評
論
家
と
し
て
活
躍
中

入
場
整
理
券

会
場
整
理
の
た
め
入
場
整
理
券

を
発
行
し
ま
す
。

次
の
所
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

O
小
中
学
枚

P
T
A
事
務
局

O
地
区
婦
人
会
長
宅

O
市
社
会
教
育
課

主

催

市

教
育
委
員
会
、
市

P
T

A
連
合
会
、

市
連
合
婦
人
会

ス
ポ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ

l
ム
の
登
録
を

職
場
、
町
内
、

ク
ラ
ブ
な
ど
の

チ
ー
ム
は
つ
ぎ
の
と
お
り
登
録
ま

た
は
再
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
締
切
日

三
月
二
十
五
日

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

ま
た
は
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社
内

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

登

録

事

項

チ

l
ム
名
、
住
所
、

代
表
者
名
、

選
手
名

※
登
録
申
し
込
み
後
、
す
み
や
か

に
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
な
ど
の
協
議

会
を
行
な
い
ま
す
。

防

、 dよ

広ゴ旬~

寺霊罫

防
火
ポ
ス
タ
ー

優

秀

作

発

表

先
月、

募
集
し
ま
し
た
防
火
ポ

ス
タ
ー
の
応
募
作
千
十
一
点
の
中

か
ら
、
す
ぐ
れ
た
作
品
四
十
点
を

選
出
い
た
し
ま
し
た
。

八
最
優
秀
作

V

・
小
学
低
学
年
の
部

田
中
ユ

リ
カ
(
大
小
二
年
)

・
小
学
高
学
年
の
部

国
木
秀
男
(
東
大
小
四
年
)

・
中
学
校
の
部

村
山
秀
樹

(
玖
島
中
三
年
)

八
優
秀
作

V

-
小
学
校
大
小
十
一

点

西
小
七
点
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(ち)市政宏より

そ
の

ι

電

話

番

号

が

変

わ

り

ま

す

市
水
道
部
の
代
表
番
号
は
今
回

の
新
電
話
番
号
の
切
り
替
え
で
、

左
記
の
と
お
り
と
'な
り
ま
す
。

新

三

局

一
一
二

旧

三
三
四
三

一
商
工
業
事
業
主
の

，

一
，
、

退

職

金

制

度

商
工
業
事
業
主
を
対
象
と
し
た

退
職
金
共
済
制
度
が
で
き
ま
し
た

経
営
者
の
た
め
に
国
が
つ
く

っ

殺
そ
剤
の
販
売

先
般
、
購
入
も
れ
の
か
た
で
購

入
希
望
の
か
た
は
、

次
の
薬
屈
に

あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
じ
ま
す

岩
松

l
山
口
薬
局
、
本
町
l
中
尾

た
共
済
制
度
で
掛
け
金
は

一
人
月

千
円
か
ら

一
万
二
千
円
ま
で
で
す

共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
と
き

O
事
業
を
や
め
た
と
き

O
役
員
を
退
職
心
た
と
き

O
組
織
が
え
を
し
た
と
き
な
ど

特
典

川
年
間
掛
け
金
は
全
額
所
得
控
除

成
功
堂
、
村
井
薬
局
、
古
町
l
酒

井
薬
局
、
松
並
町
l
江
原
薬
局
、

竹
松

l
前
川
愛
誠
堂
、
一宮
小
路

i

白
十
字
薬
局
、
松
原
↓
石
原
薬
局

価

格

八

十
円

期
限

三
月
三
十
一

日
ま
で

の
特
典
が
あ
り
ま
す。

凶
複
利
計
算
式
と
な
っ
て
い
る
の

で
長
期
契
約
ほ
ど
有
利
で
す。

一く
わ
し
く
は
市
商
工
観
光
課
ま

た
は
、
市
商
工
会
議
所

へ

無
縁
墓
地
の
改
葬

墓
地
名

立
石
墓
地

所
在
地

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与

町
吉
無
田
郷
六
三
四

改
葬
の
理
由

宅
地
造
成
の
た
め

改
葬
先

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与

町
嬉
里
郷
皆
前
無
縁
墳
墓
納
骨

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与

堂
内

届
出
先
町
役
場
住
民
課

墳
墓
基
数

五
基

届
出
期
日

四
月
九
日

市
民
と
自
衛
隊

の

ど

い
つ

大
村
、
東
彼
地
区
自
衛
隊
後
援

会
と
陸
上
自
衛
隊
第
十
六
普
通
科

連
隊
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

「
市

民
と
自
衛
隊
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す。

日
時

三
月
二
十
五
日

(土
)

午
後
六
時
開
演

市
民
会
館

場
所
催
し
物

会
〉軽
音
楽
と
歌
謡
曲

テ
イ
チ
ク
濃
町
子
出
演

A
W
吹
奏
楽

会〉
映
画

A
V
寸
劇

大
村
部
隊
隊
員
出
演

③
歌
と
踊
り
で

つ
づ
る

「
歌
謡
百

年
史」

入
場
料

無
料

一日
一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

、

一
O
埼
玉
県
川
口
市
の
大
村
純
之
さ

~
ん
は
亡
妻
和
子
さ
ん
の
忌
明
け

一

に
当
た
り
金

一
封
を。

一
O
杭
出
津
郷
の
溝
口
権
七
さ
ん
は

↑

亡

妻
の
松
野
さ
ん
の
忌
明
け
に

一
当
た
り
金

一
封
を
o

，

一
O
武
部
郷
の
本
郷
芳
郎
さ
ん
は
病

ん

気
お
見
舞
の
お
礼
返
し
に
か
え

一

て
金

一
封
を
。

一
O
東
彼
杵
町
の
鈴
木
美
重
子
さ
ん

ん

は

亡
夫
重
徳
さ
ん
の
忌
明
け
に

-
当
た
り
金
一

封
を
。

一
O
東
三
球
町
の
久
保
春
子
さ
ん
は

-

亡

夫
弥
四
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に

一
当
た
り
金
一
封
を
。

一
0
竹
松
郷
の
高
森
ミ
ユ
キ
さ
ん
は

一

亡

夫
末
広
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金

一
封
を。

一
O
寿
古
郷
の
本
山
輝
雄
さ
ん
は
亡

-

三
男
英
徳
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金

一
封
を
o

m
a

一@
諏
訪
郷
の
出
口
安
隆
さ
ん
は
亡

一

養
母
ス
ミ
さ
ん
の
忌
明
耽
に
当

た
り
金
一

封
を。

一@
池
田
郷
高
月
康
男
さ
ん

(西
中

一

二
年
)
は
拾
得
金
を
。

寄

材

あ
り

い

ま

し

-

清
和
国
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